














































































































スポーツ 1.99 －2.19 －0.85
趣味・創作 0.12 －0.04 0.07
娯楽 24.84 －11.08 10.46
観光・行楽 2.82 －2.38 －0.27




球技 2.43 －4.91 －3.85




その他（自転車等） 1.46 0.61 2.24
スポーツ服等 1.69 0.59 2.45
施設・スクール 16.33 －19.66 －8.84
アイススケート場 0.06 －0.26 －0.27
スキー場 0.91 －1.40 －0.89
スポーツ観戦 0.66 0.03 0.70






















































ジョギング・マラソン －0.51 0.33 －0.20
体操（器具利用なし） －1.34 －2.53 －3.75




卓球 －0.26 －1.79 －1.96
バドミントン －0.26 －1.97 －2.13
キャッチボール・野球 －0.46 －2.74 －3.07




アイススケート －0.43 －1.67 －2.02
ボウリング 0.54 －3.81 －3.10
サッカー 0.54 0.00 0.54
バレーボール －0.48 －2.17 －2.56
バスケットボール 0.31 －0.80 －0.46




ゲートボール －0.37 －0.48 －0.82
ゴルフ（コース） 0.00 －1.07 －1.02
ゴルフ（練習場） －0.06 －2.35 －2.30
テニス －0.20 －2.00 －2.10
乗馬 －0.03 －0.03 －0.06
スキー 0.68 －3.19 －2.36
スノーボード −−− 1.31 1.25*
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Adjusted R−squared 0.948891 0.950616
S.E. of regression 0.071238 0.070026














































































2％成長 1％成長 2％成長 1％成長
高齢者雇用機
会増
78.1 74.9 59.8 50.5
女性活用向上 85.9 82.3 79.4 67.1
若年就業進展 80.0 76.7 57.0 48.2
全労働政策・
参加増

















ンロード可能であり，Facts About Skiing and Snowboarding
Safety，NSAA Helmet Usage Fact Sheet，NSAA Lift Safety
FactSheet，NationalSkier/SnowboarderVisits,2010―1979，
Downhill Skier Participants ; 2009―2000，Snowboarder Par-
ticipants ; 2009―2000，Number of Ski Areas ; 2010―1982，




























































で 716万人，2021年で 638万人，2031年で 563万という
目安をつけることができる。この数値をみるかぎり，注
6）で議論したコホート分析の予測より人口減少幅は小さ
い。
9） 国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口でもある
程度の想定はできるが，景気動向や労働市場の想定まで
97日本スキー人口はどこまで滑落するのか？
は入っていない。
10）より細かいケースの想定は，独立行政法人労働政策研
究・研修機構（2005）を参照。
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